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はじめに

鼻孔隔皮欠損とは，前鼻孔と後鼻孔の間の隔皮が欠如

または短縮し，両鼻孔が連続する現象で，種苗生産され

た人工魚においてしばしば発生する形態異常である。後

藤１) がマダイ Pagrus majorで初めて報告して以来，こ

れまでに人工魚の多くの種類でその出現が報告されてい

る２-12)。天然魚における発生は極めて稀であるた

め４，13，14)，マダイでは一部の地域で放流用種苗と天然魚

を識別するための標識として，鼻孔隔皮欠損が用いられ

ている。

カサゴ Sebastiscus marmoratusの鼻孔隔皮欠損に関し

ては，松岡７) の報告がある。4機関において機関ごとに

欠損出現率が大きく異なるが，高い欠損出現率が認めら

れた機関も存在することから，放流種苗の標識として用

いられる可能性も否定できないとしている。

鼻孔隔皮欠損がカサゴ放流用種苗の標識として有効で

あれば，これまで標識方法として用いられている様々な

タグを用いた標識，腹鰭抜去，ALC（アリザリンコン

プレキソン）による耳石染色等の方法に比べ簡便であ

り，魚体への負荷が無く，食品としての安全性も高いな

ど利点は大きい。しかし，当センターで生産されたカサ

ゴの鼻孔隔皮欠損状況についての知見はない。そこで本

研究では，当センターで生産したカサゴの鼻孔隔皮欠損

状況を調べ，その放流用種苗の標識としての可能性につ

いて考察した。

材料および方法

本研究に用いた標本は，2009年１月14日に当センター

で生産を開始した群（以下2009群）の中の100個体（全

長19.5-59.5㎜，平均全長39.9㎜），2010年１月14日に生

産を開始した群（以下2010Ａ群）の中の100個体（全長

21.0-53.2㎜，平均全長38.8㎜），2010年１月18日に生産

を開始した群（以下2010Ｂ群）の中の100個体（全長

21.2-51.9㎜，平均全長41.0㎜）で，それらは種苗生産

期間中に適宜10％中性ホルマリン溶液で固定したもので

ある。また，これら３群の飼育水温，餌料等の飼育条件

についてはほぼ同様であり，その詳細については江口・

青戸15,16) に報告済みである。

これら標本を用いて実体顕微鏡下で鼻孔隔皮の欠損状

況を確認した。鼻孔隔皮欠損の程度は松岡７) を参考に，

体側の片側だけの欠損と両側の欠損を区別し，鼻孔隔皮

が全く発達していないものをステージⅠ，鼻孔隔皮の伸

長の程度の低いものをステージⅡ，上下の鼻孔隔皮が接

する付近まで伸長しているが癒合していないものをス

テージⅢ，完全に癒合したものをステージⅣとした。両

側の鼻孔について左右は考慮しなかった。

結 果

全ての個体でステージⅢもしくはⅣのみが観察され，

ステージⅠおよびⅡについては観察されなかった（図
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１）。以下の鼻孔隔皮欠損の程度は全てステージⅢを表

す。

2009群における片側のみの鼻孔隔皮の欠損割合は

20.0％，両側は8.0％の計28.0％であった（表１）。

2010Ａ群における片側のみの欠損割合は23.0％，両側

は8.0％の計31.0％であった（表１）。

2010Ｂ群における片側のみの欠損割合は26.0％，両側

は12.0％の計38.0％であった（表１）。

３群の平均値は，片側のみの欠損割合が23.0％，両側

は9.3％の計32.3％であった。

考 察

本研究の結果では，当センターで生産されたカサゴの

片側もしくは両側の鼻孔隔皮の欠損割合の平均値は

32.3％であったが，これを松岡７) の結果を引用し他機

関の欠損割合と比較すると，宮崎県の10.0％よりも高

く，長崎県Ａの38.3％，長崎県Ｂの69.0％，山口県の

70.5％よりも低い値であった。鼻孔隔皮欠損の出現割合

の差異の要因については現在のところ不明だが，様々な

魚種で飼育方法の違いによるものと推察されてい

る２-８,17)。カサゴについても同じ要因であると予想され，

各機関で飼育方法（飼育水温，餌料の種類や量，飼育水

に添加する藻類の種類等）が異なるため，その影響が結
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図１ 本研究で観察されたカサゴの鼻孔 �ステージⅣ＝正常個体，ａ，前鼻孔；ｐ，後鼻孔�ステージⅢ＝鼻孔隔

皮は伸長しているが癒合していない個体．黒線は５㎜を示す．

表１ 当センターで生産されたカサゴの鼻孔隔皮欠損状況

群 標本数 全長範囲（平均全長）（㎜） 正常魚の割合（％）
欠損魚の割合（％）

（欠損ステージ）

2009群 100 19.5−59.5（39.9） 72.0 片側 Ⅲ＋Ⅳ 20.0

両側 Ⅲ＋Ⅲ 8.0

合計 28.0

2010Ａ群 100 21.0−53.2（38.8） 69.0 片側 Ⅲ＋Ⅳ 23.0

両側 Ⅲ＋Ⅲ 8.0

合計 31.0

2010Ｂ群 100 21.2−51.9（41.0） 62.0 片側 Ⅲ＋Ⅳ 26.0

両側 Ⅲ＋Ⅲ 12.0

合計 38.0



果として表れたものと推察される。

一方，当センターでほぼ同様の方法で生産されたカサ

ゴに関しては，群間での鼻孔隔皮欠損の出現割合の差異

は10％以内にとどまり，他機関との差異と比較して軽微

なものであった。これは，各回次でほぼ同じ方法で飼育

しているためと予想される。カサゴは比較的定着性が強

い種と考えられており18)，マダイ等の広域を回遊する魚

種に比べると他機関との欠損出現割合の差異の影響は少

ないと考えられる。よって更なるデータの集積が必要で

あるが，当センターで生産されたカサゴの欠損出現割合

は30％程度と低いものの，生産年や生産回次に関わらず

ほぼ同じ値を示すため，県内海域での標識としての可能

性は十分あると言える。
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